職員安全衛生規程

第１章　総則

（目的）

第１条　この規程は、労働安全衛生法の主旨に沿い、職場の労働安全衛生管理に関する基本的事項を定め、医療法人青仁会青南病院（以下、病院という。）における労働災害の防止と快適な職場環境の整備を図り、職員の安全と健康を確保することを目的とする。なお、この規程に定めのないものについては、労働安全衛生法及びその他関係法令の定めによる。

（職員の遵守義務）

第２条　職員は、安全及び衛生に関する業務に協力して、労働災害の発生を未然に防止し、健康の保持のために安全及び衛生に必要な事項を遵守しなければならない。

第２章　衛生管理

（衛生管理者及び産業医）

第３条　病院は、衛生管理者及び産業医各１名を選任しなければならない。

（衛生管理者の職務）

第４条　衛生管理者は、次の業務を統括管理しなければならない。

　(1)　職員の危険又は健康障害を防止するための措置に関すること。

　(2)　職員の安全又は衛生教育の実施に関すること。

　(3)　健康診断の実施その他健康に関すること。

　(4)  労働災害の原因の調査及び再発防止対策に関すること。

　(5)  前各号に掲げるもののほか、労働災害を防止するために必要な業務。

２　衛生管理者は、少なくとも毎週１回作業場等を巡視し、設備、作業方法又は衛生状態に有害のおそれがあるときは、直ちに職員の健康障害を防止するため必要な措置を講じなければならない。

（産業医の職務）

第５条　産業医は、次の業務を行うものとする。　

　(1)  健康診断の実施その他職員の健康管理に関すること。

(2)  衛生教育その他職員の健康保持増進を図るための措置に関すること。

　(3)　職員の健康障害の原因調査及び再発防止措置に関すること。

　(4)　衛生管理者に対する指導若しくは助言

２　産業医は、少なくとも毎月１回作業場などを巡視し作業方法又は衛生状態に有害のおそれがあるときは、直ちに職員の健康障害を防止するため必要な措置を講じなければならない。

（衛生委員会）　　　

第６条　病院に衛生委員会を設ける。衛生委員会は次の事項を調査審議し、病院に対し意見を述べるものとする。

(1)　職員の健康障害を防止するための基本となるべき対策に関すること。

(2)　職員の健康保持増進を図るための基本となるべき対策に関すること。

(3)　労働災害の原因及び再発防止対策で衛生に係るものに関すること。

(4)　前３号に掲げるもののほか、職員の健康障害の防止及び健康保持増進に関する重要事項。

２　衛生委員会の委員は、次の者をもって構成する。但し、(1)の者である委員は１名とし、衛生委員会の委員長を務めるものとする。

　(1)　衛生管理者

　(2)　産業医　　

(3) 各施設課長以上の管理者

(4) 職員で衛生に関し経験を有する者のうちから病院が指名した者

３　前項(1)に掲げる委員以外の委員の半数については、職員の過半数を代表する者の推薦に基づき、指名しなければならない。

４　衛生委員会は、毎月１回以上開催しなければならない。

５　病院は、衛生委員会の議事で重要なものに関する記録を作成し、これを３年間保存しなければならない。

第３章　健康診断

（健康診断）

第７条　職員の健康保持のため、年１回定期健康診断を実施する。ただし、夜勤を行う者及びＸ線取り扱い者は年２回とする。なお、特に必要がある場合は、職員の全部又は一部に対し、臨時に健康診断を行うことがある。

２　定期健康診断について必要な事項は、その都度定める。

（健康診断個人票）

第８条　衛生委員会は、健康診断の結果に基づいて健康診断個人票を作成し、５年間これを保存しなければならない。　　　　　　　　　

（報告）

第９条　病院は、定期健康診断及び放射線業務に常時従事する職員に対する特別健康診断で定期に行うことを定められているものを行ったときには、報告書を作成して、所轄労働基準監督署長に報告しなければならない。

（守秘義務）

第１０条　健康診断の実施の事務に従事した者は、その実施に関して知り得た職員の心身の状況その他の秘密を漏らしてはならない。

（事後措置）

第１１条　病院は、衛生委員会の報告により、業務に就くことを禁止したり、治療を要する場合には、適切な事後措置を講じるものとする。

（付則）

第１４条　この規程は、平成１３年４月１日より実施する。　　

　

